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第 14回講演 

デザイン・イノベーションの時代 

講師 崇城大学大学院芸術研究科長・芸術学部デザイン学科 教授 

 本間 康夫 氏 

 

 

皆さんこんにちは。 

ただいま紹介いただきました、崇城大学の本

間と申します。今日の講演会は「デザイン・イ

ノベーションの時代」というタイトルを付けま

したが、何のことかと思われるでしょう。現在

は、デザインという概念が大きく変わってきて

いる時代ですので、整理をしながら、お話をさ

せていただければと思っています。 

私はもともと車が大好きで、小学校５年生の

頃にカーデザイナーになりたいと思い、デザイ

ンの道を志しました。今はプロダクト（製品）

のデザイン、ユニバーサルデザインというよう

な弱者のためのデザイン、それから様々な地

方・地域に根ざした産業のデザインなどの研究

をしています。都市政策やまちづくりについて

は素人ですが、折角の機会ですので、私の観点

から、これからの熊本に期待したいことや可能

性についてお話ができればと思っています。 

皆さんもご承知のように、現在、日本だけで

なく地球全体として環境・教育・文化・経済・

倫理・人権・労働・人口・医療・地域・資源・

安全・食糧と、挙げればきりがないほど様々な

問題が起こっています。そういう時代にあって、

地方創生が喫緊の課題とされ、まち・ひと・し

ごと創生総合戦略の策定が全国で進められてい

ます。2060 年に 1 億人の人口をキープしてい

かなければ日本が成り立っていかないという認

識のもと、都道府県や市町村も頭を悩ませてい

るところだと思います。 

そういった問題に、デザイン・イノベーショ

ンが何か解決の糸口に結びつかないかと思いな

がら、今日の話を用意しています。 

まず、デザインとは何でしょうか。デザイン

をどう使ってこれから生きていくのか、どう役

立てるのかということを考えていきたいと思っ

ています。 

最近よく言われる言葉の中に、「大文字の

DESIGN」と「小文字の design」というものが

あります。デザインには、二通りの考え方があ

るのです。では、大文字の DESIGN と小文字

の designとは何が違うのでしょうか。 

（スライド１） 

 

ここに簡単な図を描いています。「デザイン」

という言葉を聞いて最初にイメージすることは、

色や形、見た目の格好良さなど、造形やスタイ

リングの視点ではないでしょうか。これは個人

の領域、非常に狭い意味の領域のデザインであ

り、「小文字の design」と位置付けられます。

それに対して「大文字のDESIGN」は、もっと

広い意味でデザインを社会や集団などを変えて

いく視点の基礎に置こうとする考え方です。ビ

ジネスの際、どこに着目すると良いかという考

え方をご紹介したいと思っています。 

これまでの日本は、様々な企業や社会の中で、

技術によるイノベーションが重視される技術先

行型でした。ある技術が出来、その技術を使っ

て事業を興し、それを経営に活かし、産業にし

て人や社会に届けていくという「技術イノベー
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ション」型のデザインが主でした。今は、人や

社会、地球環境を取り巻く問題を、どのように

産業や経営に落とし込んでいくか、事業を展開

するためにどういう技術がいるかを考え、「社会

価値イノベーション」を事業として展開してい

かないと時流に乗れず、様々な意味合いで地球

環境や社会の中で軋轢が生じてしまうと言われ

ています。そのため、昔の「小文字の design」

のような技術先行型で何かを作り社会に届ける

ということではなく、これからの社会では様々

な問題を解決するために、最終的にどういう技

術を用いるかという「大文字のDESIGN」に重

きが置かれていく時代になってきているのです。 

そういう意味合いから、現在では、あらゆる

学問を包括し社会学としてデザインを捉えてい

こうと考えられています。デザインは人間の幸

せのためにあり、人間中心に考えていく必要が

あります。人間には聴覚・味覚・嗅覚・視覚・

触覚という五感があります。それに喜怒哀楽と

いう感情があり、それから快・不快や、幸・不

幸などの感情もあります。こういったものまで

デザインのテーマとして考えていかなければ、

社会も含めて個人が幸せな暮らしを送っていく

ことは出来ないのではないか。そこまで思いを

馳せる時代になってきていると思います。 

「ヒューマン・センタード・デザイン」とい

う考え方があり、これは人間中心に考えようと

いうデザインです。また、「ヒューマン・オリエ

ンテッド・デザイン」という人間を起源として

デザインを考えていく理念もあります。2000

年代から熊本県の施策にも取り上げられました

が、出来るだけ多くの人を取り込み、人々が暮

らしやすい環境を作っていく「ユニバーサルデ

ザイン」があります。その後に広まってきた言

葉として、多様な立場の人を排除せずに含めて

いく「インクルーシブ・デザイン」（包括的なデ

ザイン）という考え方があり、これらが主流に

なってきています。 

このように、デザインの捉え方が変わってき

ている中で考えてみると、「地球に優しい」や「環

境に優しい」という言葉は、人間の思い上がり

ではないかと思います。本当に地球のことを考

えるのであれば、今、全世界の 70 数億人の人

類が一瞬にして消えてしまえば、地球にとって

は一番良い環境になるはずです。とは言え、私

たちはこの地球で上手く生きていかなければな

らないので、様々なことに想いを馳せていかな

ければなりません。 

先日まで東京に行っていたのですが、グッド

デザイン賞が東京ミッドタウンで披露されてい

ましたので見て来ました。ここでグッドデザイ

ン賞のサイトに出ている言葉を紹介します。デ

ザインという言葉の解釈として、一つに「名詞

としてのデザイン」というものがありました。

物事の形やアピアランス（外見）を整えていく

という意味ですが、現在では、これとは別に「動

詞としてのデザイン」という考え方が出てきま

した。これは新たな物事を考え生み出す行為と

いう意味であり、グッドデザイン賞では、「生活

をより豊かにするために、終わりのない、継続

的な、創造的思考活動」とデザインを定義して

います。 

そういったところから、グッドデザイン賞で

は「何故これが造られたのか」「その思想はどう

いう思想か」「どういう背景があるのか」「この

結果にいたるまでに、どういう方法論を使った

のか」「それが今後、社会でどう役立っていくの

か」「どんな影響を与えていくのか」を重要視し

て受賞作を選定しています。グッドデザイン賞

は、日本が外国の製品を模倣しないよう、1957

年に当時の通商産業省が荷った制度ですが、そ

れが今は社会を変えていく中で単なる色や外見

を超えた思想としてデザインが盛り込まれたも

のを表彰していくというものに変わってきてい

ます。 

それから、東京ビッグサイトで 11 月 8 日ま

で開催されている東京モーターショーを見てき

ました。東京モーターショーは今年が 60 周年

らしいのですが、そのキャッチフレーズが「き

っとあなたの心が走り出す。your heart will 

race」というものでした。44回目となる今回の

コンセプトは「テクノロジー＋ファンタジー」

であり、技術を使って心躍る体験を届けていく

というものでした。 
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今年展示が多かったのは自動運転の車です。

「移動したい人を安全に包んで目的地まで運

ぶ」や「目的地に到達するまでの時間を楽しま

せる」といったプレゼンテーションを、殆どの

ブースがプロジェクション・マッピングで大々

的に行なっていました。自動車業界も、車その

ものの形をことさらに見せるのではなく、この

車を手に入れることによって、ユーザーがどん

な幸せを得るかを重視していると感じました。 

また、東京デザインウィークが神宮外苑で行

なわれていましたので参加しました。今回が 30

回目なのですが、私の学生も参加して出展しま

した。ここは、デザイン、アート、ミュージッ

ク、ファッションという四つのジャンルにおい

て、先端的な企業、プロのデザイナー、大学・

専門学校などが自分達の最先端の技を見せる場

です。それをより参加型で相互作用的なものに

するため、「インタラクティブ（双方向）」がテ

ーマとなっています。つまり、人間が、デザイ

ンされたもの・クリエイトされたものといかに

対話していくか、いかに相互にコミュニケーシ

ョンしていくかということです。グッドデザイ

ン賞や東京モーターショー、東京デザインウィ

ークなどにおけるデザインの定義が、社会的に

大きな意義を持ち、私たち個人の暮らしを変え

ていくような「心」の領域にまで入ってくるも

のにシフトしてきているということが印象的で

した。 

もともとデザインという言葉は、英語では、

「de」＋「sign」で出来ている言葉であり、「sign」

というのは常識のことです。信号機、行き先表

示板、野球のサインなどのように、皆が間違え

ないように取り決めされている常識です。「de」

というのは、否定するという打消しの言葉です

ので、「sign（常識）」を「de（否定）」しなけれ

ばデザインしたことにはならないという意味で

す。したがって、デザインを「創造的に色々な

ことを考え、良い方に企画する」と定義するこ

とができると私は思います。 

20世紀の始め頃には、デザインは誰もが幸せ

に生きるための思想として形作られたと言われ

ています。日本では、ファッションデザインや

グラフィックデザイン、建築、プロダクト、も

のづくりなど高度経済成長期にそれぞれの専門

職に細分化されていきました。現在は、ソリュ

ーション（様々な社会の問題を解決すること）

やイノベーション（改革）と同義語になりつつ

あります。 

複雑化した社会においては、要求や課題に対

して何らかの提案を示すことが求められるため、

そのコンセプトや概念、考え方の次元にまでデ

ザインが入ってくる必要があります。だから、

ものごとの最初（最上流）からデザインを考え

ていく、デザイナーが関与していく、もしくは

そこに関与する人がデザインマインドを持って

いないと、良い結果は出てこない時代なのです。 

日本の産業も、暮らしのあり方も、様々に変

化してきています。これからデザインを活用す

ることによっていかに次の時代の推進力になる

かということは、この会場の皆さんの認識や取

組みにかかっていると私は期待しているところ

です。では、どういうふうにやっていけばいい

のでしょうか。 

私は、デザインは人々を幸せにする仕事であ

り、究極のサービス産業であると思っています。

カーデザイナーを目指していた頃には自分の思

っている格好良い形を作って、世の中に出して

びっくりさせてやろうという気持ちしかありま

せんでした。今は、想いを形にするのは当たり

前のことであって、自分以外の様々な人たちに

思いを馳せ、思いやりをデザインとして形にす

ることによって、様々な人たちに喜んでもらい

たいと考えています。 

次に、何が良いデザインかについて話したい

と思います。デザインは人間が作ったものです

が、それ以前に、神様から人類に与えられた最

高の贈り物は、太陽と空気と水だと考えていま

す。太陽も空気も水も、あって当たり前なので

すが、どれか一つでもなくなった途端にそのあ

りがたみが分かります。普段は当たり前すぎて

気付かないものがなくなって初めてその価値が

分かるものこそ、最高のデザインではないかと

思います。 

ここで再度、日本におけるデザインの考え方
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の移り変わりについて話します。第二次世界大

戦の敗戦直後には、何もありませんでしたので

作れば売れる時代でした。この時代にはモノの

形を整えなければいけないということは、ほと

んど認識されていなかったと思います。それか

ら高度経済成長期に入ってくると、海外にある

多くの手本を真似すれば良いという時代になり

ます。そのため、「どうやって作るか」という技

術中心で突き進めることができました。そこで

は、デザインはお化粧であるとして色や形が重

視されました。 

安定成長期なってくると手本がなくなってき

ます。日本は気がついたらほとんど世界と同じ

レベルになって、「どうやって作るか」よりも、

「何を作るか」という時代に入りました。それ

から「どうやって売ったら、他の会社のものよ

りも売上が上がるか」という、他社との差別化、

販売戦略の道具、売るためのデザインという考

え方が出てきます。私が育った頃のデザイナー

というのは、この点を上手くやってくれる人の

ことでした。デザインを販売のための道具とし

て使うということが、戦後長くデザイナーの役

割として続いていたので、このイメージが皆さ

んの中に強く残っているのではないかと思いま

す。 

現在は慢性的な景気低迷で、ものよりも心の

時代へ変わってきました。ここで初めて本来の

デザインの役割として、社会に対してデザイン

という道具を使って何をなすべきかという、社

会貢献や企業理念などが問われ始めました。そ

のため使う人のことをしっかり研究しないと買

ってもらえない時代に移ってきました。 

では、デザインを勉強したら良いデザインが

出来るのでしょうか。最終的な評価は、デザイ

ンを勉強しているわけではない一般の方々が下

します。だから、一般の方が価値を認めてくれ

ない限りは、デザインしたことにはならないの

です。 

作り手も生活者である以上、自分が欲しいと

思うものを作らないといけません。自分が要ら

ないものを、仕事だからといってデザインする

ようなことをしてはいけません。今日の私のメ

ッセージとして届けたいことは、どんな仕事を

するにしろ、「これでいい」という仕事をやめよ

うということです。このことは、デザインにつ

いても同様です。 

では、どうするのか。「これがいい」という仕

事をすることです。「これでいい」とは一字の違

いですが、天と地ほどの差があります。「私はこ

れがいい」「絶対これがいい」というところまで

仕事を突き詰めていただきたいのです。デザイ

ンの世界では、こうしないと、作る端からごみ

になるものを生み出してしまいます。 

もう一つのメッセージは、先程もあった「動

詞で考える」ということです。デザインは問題

発見・解決手段として使うということを、後で

お話していきます。 

まず、デザイン・イノベーションという言葉

ですが、これは有形無形のものを構築するとこ

ろから始めて、実際に作り上げていくデザイン

の思考法です。このデザインの思考法こそが、

イノベーションの鍵です。これは今、Apple や

シリコンバレーで様々な成功を収めているベン

チャー企業などがやっていることです。 

そういうベンチャーの企業家を数多く輩出し

ているスタンフォード大学の工学部長であるジ

ム・プラマー氏が、「工学教育だけやっていても

世の中を変えることのできるイノベーションは

できない」と言っています。それは、様々な学

問を専門的に勉強した人たちに大学院レベルで

デザイン教育をプラスすることによってイノベ

ーションにつながっていくという考え方です。

シリコンバレーでは、このような改革が進んで

います。これを私たちも出来るだけ熊本でやっ

ていけないかと考えています。行政も含め、民

間、それから教育の中でもやっていけないかと

考えております。 

次にデザイン思考（デザイン・シンキング）

という言葉ですが、これはどういうことをする

のでしょうか。まず、様々な問題の本質に気付

くということです。気付いたら、それに対して

考えましょう。考えたら、次は作りましょう。

この段階で考え抜いてから作るというのは時間

の無駄ですので、考えながら作る必要がありま
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す。今ではこれが主流になってきています。 

出来るだけ早く自分の考えを人に伝えるラピ

ッド・プロトタイピングという方法では、クオ

リティよりも素早く試作品を作ってメッセージ

を伝えることを優先します。伝えることより重

要なことは、伝わったか否か確認することです。

伝わったかどうかを確かめれば、新たな気づき

があるはずです。そして、このサイクル

（find―think―make―communicate）をどんど

ん回していくことが重要です。 

実際にこれは昔からデザイナーがやっていた

プロセスです。そのため「デザイン思考」と言

うのです。それを一般の人たちも、デザイナー

が今までやってきたことを取り入れて、是非、

応用していただきたいと考えています。このデ

ザイン思考を上手く使うことによってイノベー

ションにつながっていくということが、今日の

講演のポイントです。 

私たちは、様々なクライアントからデザイン

相談等を受けます。例えば、新製品のパッケー

ジデザインを依頼されることがあります。しか

し、そもそもその商品が売れるものであるかと

いうレベルから検討しなければいけないことも

あります。作った後で格好良く体裁を整えるこ

とをデザインと捉える考え方は、是非、今日か

ら捨てていただきたいと思っています。デザイ

ンの使命は、技術と社会を橋渡しすることです。

そのため、技術をどう使えば社会に届くかとい

うところからデザイナーを入れていただきたい

と思います。 

先程もモーターショーの話をしましたが、自

動車を買う時に、皆さんは何を思って購入する

でしょうか。「名詞としてのデザイン」で考える

と、好みの格好の自動車をすぐにスケッチする

ことができます。一方で「動詞としてのデザイ

ン」では、用途や目的、どういう体験がしたい

のか考えなければなりません。このように、「名

詞としてのデザイン」ではなく「動詞としての

デザイン」で自分自身の業務を考えることがで

きたら、どのように仕事を進めていくことが理

想的か、見えてくると思います。 

ここからは私の研究対象についてお話します。

子どものためのデザイン、それから弱者のため

のデザイン、非常のためのデザイン、地域のた

めのデザインという四つを研究の柱にしていま

す。まず、子どものためのデザインやユニバー

サルデザインについて紹介します。 

何故、子どもは、食べこぼしや食べ残しをし

たり、食器の持ち方が幾ら言っても直らなかっ

たりするのでしょうか。それは好き嫌いや躾が

悪いという問題ではなく、食器そのものの形に

問題があるからではないかと、まず気付きのと

ころで考えたわけです。では本当にそうなのか

確かめてみようと思い、学生と一緒に幼稚園や

保育園に行きました。そこでどんな教育をされ

ているか聞いたら、大きなポスターを広げて見

せて、お茶碗のもち方を子ども達にちゃんと教

えているとのことでした。しかし、現場のほと

んどの子ども達は、間違った持ち方をしていま

す。 

次に、何故食べこぼすのか考えるため器を

色々借りてきました。味噌汁、うどんなどの汁

物が、どのようにこぼれるのかを検証しました。

当たり前のことなのですが、小さな口よりも大

きな径の器を子ども達が勢いよく傾けると、口

の両端からこぼれてしまいます。 

また、持ち方がおかしいのは、子ども用の器

が子どもの手に合わせて作られていないからで

あり、子ども達も一生懸命工夫して持っている

ことが見えてきました。 

（スライド２） 

 

それで、様々な考えを入れてスライド２のよ

うな食器を試行錯誤して試作してみました。そ

うした結果、子どもが勢いよく傾けて汁物を飲

んでも、全然こぼれませんでした。 



6 

これは子どもの口が当たるところを少し楕円形

にして、尖らせて作ることで解決できた例です。

そういったものを最終的に市場に出していくこ

とで、デザインが伝わったかどうかを検証しま

した。 

現在、熊本市内で約 40 箇所の幼稚園・保育

園で使っていただいており、この汁椀がインタ

ーネット販売で年間 1万個ほど売れているとい

う状況で、一定程度受け入れられたと手ごたえ

を感じました。 

実際にこれを商品化するときにメーカーに話

を聞くと、子ども用の食器だけでは採算が合わ

ないおそれがあるとのことでした。ここで、食

事容器をどうデザインするかコンセプトを考え

てみました。日本の伝統的な食事のスタイルに

は「持ち上げる」という動作がありますので、

「しょく（食）」は手に触れるという「触」と読

み替えました。「じ（事）」は滑らず持ちやすく

しようということで「持」と読み替えました。

「よう（容）」は持ち上がる意味で「揚」を充て

ました。「き（器）」は、「喜び」の「喜」を充て

ました。つまり、食べる楽しさや使う喜びをコ

ンセプトとして考えました。食人生というのは、

生まれた時はスプーンで食べさせてもらって、

それからだんだん自分でスプーンを使って食べ

られるようになり、そしていつの間にか、箸を

使って食べるようになります。それが長く続い

て、だんだん年を取ってくると箸が震えてスプ

ーンに戻り、最後はスプーンで食べさせてもら

います。そう考えると、この食器は、子ども達

だけではなくて年を取ってからも使えるため、

実際に福祉施設や老人施設等でも採用していた

だきました。容器の大きさも、若い頃と同じ食

事量は採れないので、子どもの頃と同じ大きさ

で良いということも分かりました。そして、子

どもから大人、高齢者まで使うことができるユ

ニバーサルデザインとして商品化していただき

ました。 

こうして 2010 年のキッズデザインアワード

という賞を頂いた際に、子どもの成長に非常に

役立つものという評価を頂きましたが、実際に

は高齢の方も使うことができるものになってい

ます。 

また、スライド２のとおり、容器の底にイラ

ストを付けた容器を作りました。これは、完食

するとキャラクターと出会うことができるもの

で、食べる励みになります。こうしたことも、

保育園や保健施設等で評価していただきました。 

（スライド３） 

 

私はユニバーサルデザインを考えるときは、

条件が最も悪い人に合わせるようにしています。

というのは、条件が悪くてあることが昨日まで

出来なかった人が、道具を使うことによって今

日出来るようになったとすれば、それよりも条

件の良い人は必ず使えるからです。それで、い

わゆる「認知症防止ツール」といったものから、

スライド３のような移動具、片麻痺になった女

性のためのファッションなどを手がけました。

脳の障害や脳梗塞で片麻痺になることがありま

すが、若い女性の発症も少なくありません。そ

のような方々がお洒落をしたい時に、片手片足

が不自由だと手が動かないから袖を通すことが

非常に難しいのです。そこで様々な工夫をして、

袖の部分と胴体の部分をツーピースに作って、

それを着たらツーピースに見えないようにしま

す。そうすると筒型の袖を片手で簡単に着るこ

とができ、それからベストも簡単に着ることが

できます。袖がありませんから引っかかるとこ

ろがないのです。 
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（スライド４） 

 

スライド４は立ち座りの補助椅子のデザイン

です。これを制作した学生の祖父が、お気に入

りの座椅子から立ってトイレに行こうとする際

に自力で立てず、祖母が手を貸してあげてやっ

と立てるという状況でした。こういう日常を見

た孫が何か良い方法はないかと考え、作りまし

た。これはバネの力だけで立ち座りを補助する

もので、座面がお尻をサポートしてくれます。 

（スライド５） 

 

それから条件の悪い片麻痺の方が外で歩ける

ように補助する器具を作成する過程で、色々な

プロトタイプを作っていきました。股関節が悪

く歩行しにくい方や半身が麻痺している人に

様々なプロトタイプを使っていただきました。

スライド５は、2011年にグッドデザイン賞をい

ただいたものですが、もう一度、自信を持って

街を闊歩してもらいたいということで「Kappo」

と名付けました。 

これをグッドデザイン賞に出した時のプレゼ

ンテーション用ビデオでは、八代の商店街で使

用実験をしている光景を使いました。これは演

出も何もなく、様々な方が通っているところで

使いました。このビデオで「Kappo」を使って

いる方は腰がとても悪くてコルセットをしてお

り、この方が街へ出て買い物をするときの様子

を撮影しています。車椅子など特別のものを使

うのは皆さん抵抗がありますので、自転車に近

いイメージのものを目指して作りました。

「Kappo」は乗ったままでお店に入って買い物

が出来ます。また、簡単に買い物かごを取り付

けることも出来ますし、段差も自分の力で乗り

越えることが出来ます。さらに、折りたたんで

コンパクトにして自動車で持ち運ぶことができ

ます。フットレストがついていますが、脚の手

術をした方が、翌日から歩行訓練に使えます。

病院のリハビリ後、帰宅した際に継続して使え

る器具がこれまでありませんでした。そこで病

院でリハビリしたものをそのまま持って帰って、

散歩などに使えるものを作りました。これが非

常に喜ばれました。ある方が「早く欲しい」と

おっしゃったので理由を尋ねたら、「これでまた

パチンコに行ける」とのことでした。その言葉

が一番うれしかったです。何故なら、病気等で

今まで当たり前に出来ていたことが出来なくな

った方が諦めてしまっていたことを取り戻す力

になったからです。これがデザインの力だと思

います。私は「パチンコに行ける」とおっしゃ

った言葉が、何よりのご褒美だと思っています。 

「非常のためのデザイン」には、色々なテー

マがあります。災害の際に、取り残された時に

どうやって自分の居場所を知らせるのか、助け

をどのように求めるのか、あるいは様々な物資

をどのように運ぶのか、といった問題がありま

す。日常生活で使っているものが非常の際に上

手く利用できたら良いという考え方で取り組ん

でいます。 

次に「地域のためのデザイン」について私が

山鹿市で取り組んできた仕事を紹介します。山

鹿を「日本一の紙あかりのまち」にしたいとい

う山鹿温泉女将会の方から宿題を頂いて、現在

も取り組んでいます。良い温泉があっても冬場

は寒すぎて誰も来てくれないという状況で、何

か集客イベントを考えてほしいと依頼されて始
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めました。山鹿は明治・大正期には番傘の一大

産地だったというお話を聞き、そのころ傘づく

りを手伝ったという方にも出会え、話を聞くこ

とができました。そこで、紅白の和傘をライト

アップして、八千代座という芝居小屋に来られ

るお客様をお迎えする花道を作るというコンセ

プトで始めました。そうすると、観光客が大幅

に増加し、現在は 2月の金曜日・土曜日に計 8

回、一ヶ月間に 4～5 万人のお客様が来てくれ

るイベントに育ちました。 

この仕事に携わった際、夏の灯篭祭や冬の百

華百彩といった山鹿市のお祭りにおいて、お客

様が、ただあかりを鑑賞されただけで帰ってし

まうのは非常にもったいないと思いました。そ

こで、学生と一緒にお客様を参加させる、体験

させる、そんな祭に変えていくことは出来ない

かとの想いから、手持ちあかりといって、お客

様自身も動くあかりの一つになって祭を楽しん

でいただこうという参加型、体験型の仕組みを

学生が考えてくれました。この夏冬の祭りにお

いて、学生が手持ちあかりを製作し、計 120万

円を売り上げました。現在は山鹿市地域振興公

社様が製作・販売されています。 

（スライド６） 

 

このように、デザインの力でまちが変われば

という思いで、その実験を続けています。毎年

同じことは出来ませんので、どんどんオブジェ

が派手になり大型化していって、スライド６の

とおり傘のねぶたのようになっていきました。

これは2013年の山鹿市の広報紙の表紙ですが、

このときには高さが 4.5メートルから 5メート

ル程になっています。このように、デザインの

力で自分のまちを住民自身が自慢できることを

目指してやっています。その取り組みが優秀観

光地づくり賞に選定されることにつながりまし

た。 

また私は、山鹿市のさくら湯の再生にも携わ

りましたが、事業を進めるにあたって山鹿市長

や街の人の話を聞いているうちに、まちづくり

や町興しといった考え方ではないと思いました。

そこで、元来あったものを再生するということ

ですので、「まち戻し」という考え方を提案した

ところ、山鹿市の中嶋市長からもご賛同いただ

き、日本初の「まち戻し」に取り組むことにな

りました。ただの温泉を作るのではなく、市民

の心のシンボルにしたいと考えていました。山

鹿市は八千代座という100年以上の歴史のある

素晴らしい建物があるまちです。そこに偽物を

作ってはいけないと思い、100 年後に国の重要

文化財になるようなものを作り、100 年後に私

達がやった仕事をまちの人が評価してくれるよ

うな、そんな志の高い仕事をしようと考えまし

た。 

しかし、作ったものを市民が使ってくれなけ

れば意味がありませんので、温泉にも入ること

のできる公民館をコンセプトとして再生しまし

た。だから、休業日で湯を落としたら、ナチュ

ラルエコーのカラオケ大会や音楽会をやったり、

池の間（和室）や休憩所では踊りの稽古をやっ

たりなど、次第に公民館のように使い始めても

らっています。あくまでも観光客のための施設

ではないということを重点として取り組んだ事

例です。 

次に、デザインを使って熊本が出来ることや

熊本で出来ることについて、期待をこめて話を

いたします。 

日本は 50 年後に人口が三分の二に減るとい

う予測がされています。私の仕事は、大学で若

い人たちを預かって、彼らが卒業して 40,50年

くらい自活できるように育てることだと思って

います。その間に何が起こるかといったら、急

激な人口減です。今までは右肩上がりの時代を

過ごしていますので、その間に起こったことは
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経験として伝えられますが、右肩下がりの時代

は経験しておりません。しかし、そこでパニッ

クが起こらないようにしなければいけません。 

（スライド７） 

 

スライド７は社会保障・人口問題研究所の出

している予測です。これを見ると、鎌倉幕府の

頃には日本の人口は 750万人ほどでした。江戸

時代初期は 1200 万、江戸時代の終わりには

3300万人程度であったといわれています。とこ

ろが、明治維新以降のたった 150 年の間に 3.5

倍に増えています。それが現在の予想で行くと、

あと150年かけて元の水準に戻っていくという

ことです。見ての通り傾きが左右対称になって

います。考えようによっては、この 150年間に

異常なことが起こったので、正常な状態に戻し

ていく力が働いているのだとすれば、政府が唱

える 2060 年時点で 1億人の人口維持という目

標は、本当に実現できるかどうかわかりません。

出来るといいのですが、例え実現できなくても

困らないようにすることこそ、我々がこれから

のやるべきことだと思うのです。 

人口が減るということはよくないことなのか

ということを、考えてみたいと思います。日本

は、どんな国でしょうか。世界の視点で見たと

きに、日本の面積はほぼドイツと同じです。現

在、ドイツの人口は日本の三分の二の 8,000万

人です。では 1億 2000 万人もいる日本がドイ

ツよりも優れていると言えるのでしょうか。日

本がドイツと同程度の人口になるということで

あれば、そんなに悲観することもないと思える

かもしれません。 

では熊本県はどうなのか。熊本県の面積はプ

エルトリコやパレスチナの面積と同じくらいで

す。人口 180万人は、カタールという国と同じ

くらいだということが分かりました。では、熊

本市はどうでしょう。熊本市の面積は、カリブ

海にあるセントビンセントクレナディンという

国と同じくらいです。また、人口 72 万人は、

世界最高の国民幸福度で有名なブータンと同じ

くらいです。 

世界には、日本や熊本県よりも狭くて人口の

少ない国が沢山あります。それらの国がはたし

て日本や熊本よりも劣っているのか、というこ

とを突きつけられたように思うのです。決して

そんなことはないと思います。したがって、人

口構成については置いておきますが、人口が減

少することばかりに気を取られるのでなく、ど

んな地域にしていきたいかということを建設的

に考えた方がよほど良いのではないでしょうか。 

明治以降、日本では、全国を都市化する政策

を採りました。田舎をどんどん都会にしていく

政策です。しかし、これからは産業や利便性な

ど様々なことをバランスよく考えていかなけれ

ばいけないでしょう。すべて都会を手本にする

のではなくて、その地域の個性を売りにして地

域を活性化し、そこで自活できる、その地域の

特色を生かした仕事をできる人材を育成するこ

とが重要でしょう。その際は、先程申し上げた

デザイン思考を取り入れて考えていくと効果が

出るのではないかと思っています。 

昨今、様々な本が出ています。『インクルーシ

ブ・デザイン』という書籍では、先程申しまし

た包括的なデザインについて記述されています。

それから『デザイン思考の道具箱』や『デザイ

ン思考が世界を変える』など、様々な文庫本が

出ていますので、参考にしていただきたいと思

います。また、1970年代にローマクラブが出し

た『成長の限界』という本がありますが、コン

ピュータの発達していない時代に食糧問題、環

境問題、資源問題、人口問題の専門家などが、

どこまで地球上で成長が出来るのか限界を計算

しています。その結果、どこかで必ず成長が止

まるのですが、様々なシミュレーションの中で
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ほとんど一致しているのが 2050 年頃でした。

そろそろ成長を止めることを考えていく必要が

あるということを、1970年代に警告が発せられ

ているのですが、事実はそれを上回る速度で進

んでおり、現在、かなり見直されている本です。 

私の学生時代の教科書であった『生き延びる

ためのデザイン』という本には、開発途上国の

話ですが、アメリカで廃車になった車のナンバ

ープレートで作ったコンロの写真が収められて

います。車が走る道路もなければ、車を動かす

エネルギーも無いというところで、様々な知恵

を使って暮らす工夫、ひいては現代生活への警

鐘について書かれています。 

現在、書店にありますのが『WHY DESIGN 

NOW』で、世界の問題はデザインが解決する

様々な例が紹介されています。もう一冊、私が

一番感銘を受けた本ですが、『世界を変えるデザ

イン』というもので、原題は『Design for the 

other 90%』です。この本は、スイッチ一つで

電気がつき、蛇口をひねれば水もお湯も出るよ

うな先進国で暮らしている人は世界の 1割しか

いないのであり、私たちの住まい方は世界中で

見たときには常識ではないということに思いを

馳せ、残りの 9割の人たちに対して何ができる

のか考えることを説いています。 

その書籍の巻末に、様々な統計情報が紹介さ

れていました。例えば 1億 5千万人以上の子供

が栄養不良で、その 50％が南アジアにいるとい

ったもの、全世界の子どもの 5人に１人が安全

な水が呑めない、水が悪くて毎日 3900 人の子

供が命を落としているといったもの、さらには

アフリカの地方部では女性は男性より 3倍多く

荷物を運び、燃料、水、作物を頭に載せて運ぶ

ことが多く、体の健康上大きな犠牲を払ってい

るといったものなど、様々な情報があります。 

私は、こういう情報を見て、アジアやアフリ

カの国々に対して、熊本の企業や行政がデザイ

ンの力を活用して何か出来ないか、さらに、そ

こにはビジネスチャンスがあるのではないかと

思っています。例えば、Qドラムという製品は

「水を頭上に載せて運ぶのではなく、転がして

運べばよい」という発想から生まれました。ま

た、不衛生な水を飲用する子ども達のために、

水の汚れを 99.9％以上ろ過できるライフスト

ローという製品が開発されました。このような

製品は、必要とされる地域へ確実に届けられる

ために、もっと安価に作ることが出来ないか日

本企業は考えるべきだと思います。 

他にも、二重構造の「かめ（ポット）」で濡れ

た土の気化熱を利用して貯蔵物の長期保存を可

能にしたり、ソーラーパネル付き PC（100 ド

ル／台）によって教師不足の地域でもネットを

通じた教育が出来るようになりました。また、

多くの未熟児が死亡する地域で必要なのは、高

価な保育器ではなく体温維持だと考えた医工系

のチームが、保温性の高い素材で寝袋を作りま

した。これは 20 ドル程度で入手可能であり、

大ヒット商品になっているようです。さらに

BMW のデザイナーは、災害時など緊急時の飲

み水確保のために、ウォーターコーンという製

品を作りました。これらの製品は全てデザイン

思考によって考案・開発されたものです。 

2020年には東京オリンピックがありますが、

それまでにこの日本でも様々なことが起こる可

能性があります。そういったときに備えて、デ

ザイン思考を用いて私達ができることを今から

準備していけば、心配することはないのではと

考えています。 

（スライド８） 

 

私達は今、様々なことに取り組んでいますが、

今年の二月には九州デザインサミットを開催し

ました。それから 10 月には、三回目のデザイ

ンエキスポをやりました。スライド８はその様

子で、デザイン思考を広めるためのセミナーを
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行いました。 

（スライド９） 

 

今後、熊本をどう活性化させていくかについ

てですが、スライド９に示しておりますように、

四つの柱の事業モデルを考えています。その四

つとは、「企」「商」「展」「結」です。「企」はリ

サーチ、つまり、熊本をこれからどうデザイン

していくか考えることです。「商」はコマーシャ

ルという意味ですが、熊本の良さを発掘して、

ビジネスチャンスにつなげていくということで

す。「展」はプロモーション、つまり、ネットワ

ークを活かして情報発信をしていくことであり、

「結」は様々な人々をマッチングさせていこう

ということです。この「企商展結」という四つ

の柱を核にして、デザイナーからプロの団体、

教育機関、それから工業界・産業界、県や市な

どの行政機関とタイアップして、コンソーシア

ムを作ろうと動いています。それで、是非、こ

ういったところへ様々な方に入っていただいて、

デザイン思考でイノベーションができていくと

良いなと思っております。早ければ年内に骨子

を固めて来年早々には立上げに持っていきたい

と目論んでいます。その節は、皆さんと一緒に

熊本をデザインの力で元気にしていけるよう、

是非、ご参加いただければ幸いです。 

これで私の話を終らせていただきます。あり

がとうございました。 



 

 



【講演録要旨】 

 

崇城大学大学院芸術研究科長・芸術学部デザイン学科教授 本間康夫先生をお迎えし

て、「デザイン・イノベーションの時代」をテーマに、講演会を開催しました。 

講演では、「デザイン」の考え方が、色や形といった造形を示すものから社会の様々な

問題を解決するものへと変化しており、そのような中でイノベーションを創出する際に、

問題の本質を見出す「デザイン思考」が有用であることをお話しいただきました。その思

考法に関して、本間先生が手がけられたユニバーサル・デザインや地域のためのデザイン

の取り組み、さらには開発途上国で取り組まれている人々の暮らしを向上させるプロダク

ト・デザインの事例をご紹介いただきました。 

 また、デザインの力を活かしたこれからの熊本を活性化させる取り組みもご紹介いただ

き、デザイナーと教育機関、産業界、行政機関等との連携の必要性について提言をいただ

きました。 

 

＜研究員報告＞ 

「熊本城下・新町地区における勢屯の広場化の考察」 

熊本市都市政策研究所 研究員 久保 由美子 

 熊本の旧城下町地区、新町には、

兵士の屯集場、勢屯〔せいだまり〕

が、今なお残っています。この勢屯

が地域住民の広場として、さまざま

な形で活用されたことについて、空

間、経済、社会の三つの側面から検

討･報告しました。 

 



熊本市都市政策研究所

第 14回講演会

日日寺:平成 27年 11月 4日 (水)15～ 17時

場所 :熊本市国際交流会館 7階ホール

次 第

1開  会

2 所長挨拶   熊本市都市政策研究所  所長 蓑茂 壽太郎

3 講  演   「デザイン ニイノベーションの時代」

崇城大学大学院芸術研究科長

芸術学部デザイン学科教授  本間 康夫 氏

4 質疑応答

5 研究員報告  「熊本城下・新町地区における勢屯の広場化の考察」

熊本市都市政策研究所 研究員 久保 由美子

6閉  会



講演者のご紹介

崇城大学大学院芸術研究科長

芸術学部デザイン学科教授  本間 康夫 (ほんま やすお)氏

●昭和 27年山口県生まれ。

●九州芸術工科大学大学院芸術工学研究科後期博士課程生活環境専攻

単位取得退学、雇用能力開発機構北九州職業能力開発大学校産業デザ

イン科助教授を経て、現在は、学校法人君が淵学園 崇城大学大学院

芸術研究科長 芸術学部デザイン学科教授

●専門分野は、プログク トデザイン、ユニバーサルデザイン、地域産業

デザイン

●2011年度グッドデザイン賞、2010年度キッズデザイン賞受賞t山鹿市

市民温泉さくら湯再生基本構想・基本計画策定、冬の九州灯りの祭典

/山鹿灯籠浪漫・百華百彩の企画・運営などに携わるも

～これまでの講演会～

第 1回

平成 24年 10月 23日

「熊本市都市政策研究所に期待すること～少子高齢化社会に向けて」
一般財団法人計量計画研究所  代表理事 黒川 洸 氏

第 2回
平成 25年 2月 15日

「環境未来都市 くまもとの都市計画ビジョンと課題」

国立大学法人熊本大学副学長  両角 光男 氏

.第 3回
平成 25年 5月 10日 県 = 氏

「日本晨業の活路を探る」

名古屋大学農学部教授  生源寺

第 4回
平成 25年 7月 2日

「都市づくりと流域環境思考」

東京都市大学教授 :造園家 涌井 雅之 氏

第 5回
平成 25年 8月 22日

「地域経済の再生と構造変化」

慶應義塾常任理事・慶應義塾大学名誉教授 清水 雅彦 氏

第 6回
平成 25年 10月 11日

「市民協働のまちづくりんワークショップを知ろう～」
熊本県立大学教授  明石 照久 氏

第 7回
平成 26年 2月 7日

「元気で楽しい都市に観光客はやってくる」
公益財団法人日本交通公社 シニア・フェロー 氏英俊小林

第 8回
平成 26年 5月 22日

「生涯現役社会づくり」
NPO法人アプアン・エイブング・ヒ

゛
ブ祖センター理事長  小川 全夫 氏

第 9回
平成 26年 8月 12日

「子どもが地域愛を育むフ
゜
ロセスーまちづくり。地域活性化原論として一」

東京農工大学名誉教授  千賀 ‐裕太郎 氏       ´

開設 2周年記念講演会

(第 10回 )

平成 26年 11月 5日

～ハ
゜
プリックカ

゛
ハ
゜
ナス改革～

谷口 博文 氏

「地域を担う人材育成と地域の自立」

九州大学産学連携センター教授

第 11回

平成 27年 2月 5日
「超高齢 。人口減社会に挑戦する健「幸」まちづくり

～スマートウエルネスシティを目指して～」
筑波大学大学院 人間総合科学研究科 教授  久野 譜也 氏

第 12回

平成 27年 5月 21日

「政策創造と人材育成」

熊本大学政策倉J造研究教育センター教授 員也 氏上野

第 13回

平成 27年 7月 31日

「縮小時代の都市政策」

豊橋技術科学大学学長 氏日本学術会議会長 大西 隆



  

日時：平成 27年 11月 4日（水） 

    午後 3時～（ 2時間程度） 
 

場所：熊本市国際交流会館 ７Ｆホール 
    （熊本市中央区花畑町４番１８号）  

●昭和２７年山口県生まれ。 

●九州芸術工科大学大学院芸術工学研究科後期  

  博士課程生活環境専攻単位取得退学 

  雇用能力開発機構北九州職業能力開発大学校  

  産業デザイン科助教授を経て、現在は、学校法 

    人君が淵学園 崇城大学大学院芸術研究科長   

    芸術学部デザイン学科教授 

●専門分野は、プロダクトデザイン、ユニバーサル 

    デザイン、地域産業デザイン 

●2011年度グッドデザイン賞、2010年度キッズデ 

    ザイン賞受賞、山鹿市市民温泉さくら湯再生基本 

    構想・基本計画策定、冬の九州灯りの祭典／山 

    鹿灯籠浪漫・百華百彩の企画・運営などに携わる。 

 

               ◆お申込み方法◆  
 電話かインターネットで、熊本市コールセンターひごまるコールに、参加者氏名（１回の申込み 
 につき１０人まで）、電話番号をお伝えください。定員200名(先着順) 
     申込み期間：受付開始 10月5日（月）～締切り10月30日（金） 
        ●ＴＥＬ：ひごまるコール電話番号 ０９６－３３４－１５００ 
       ●インターネット：ひごまるコールホームページ http://higomaru-call.jp/event  

  【主催】熊本市都市政策研究所（熊本市中央区花畑町9-24 住友生命熊本ビル5階） 

         TEL:096-328-2784  Mail: toshiseisakukenkyusho@city.kumamoto.lg.jp  

●講演会終了後、講師を囲んで意見交換会を開催します。 

    （軽食、ドリンク付き〔会費：2,000円〕） 
    時間 ： 午後5時20分～ 

    場所 ： ティアのもったいない食堂・IKOICAFE        

     熊本市中央区桜町1番3号 

       市民会館崇城大学ホール（熊本市民会館）内   

※ 本講演会は都市計画CPDの認定ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑです。 

※ このほか熊本市都市政策研究所からの研究報告もあります。 

熊本市都市政策研究所 第14回講演会 

「デザイン・イノベーションの時代」      

入場無料 

事前申込みが必要です 

 崇城大学大学院 芸術研究科長 
 芸 術 学 部 デ ザ イ ン 学 科 教 授 

   

  講演                本間 康夫 氏                 

 少子高齢・人口減による社会構造の変化、経済環境の悪化、地球温暖化、自然災害の増加など、
私たちを取り巻く生活環境には、数多くの問題が山積しています。このような時代にあって、“デザイ
ン”の役割が、「色やかたちを扱う専門職」から、「社会のあらゆる問題に関与し、解決する社会学」へ
と大きく変化しています。今回は、「生活者を中心に置いて、ものごとを観察し、考え、試作・試行を通
して、伝達・検証する」 “デザイン思考”を用いてイノベーションを起こす取り組みを、事例を交えて紹

介します。             


